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2021大会
ボランティア総数 4、469人 回収数 回収率
標 本 数 4、469人 881 19.7%

（１）ボランティア参加者の属性を探る

（２）大会優先出場枠参加者の特徴を明らかにする

（３）大会優先出場枠参加者からのメッセージを明らかに

する

本報告のポイント

ボランティア調査とその標本数

2023大会
ボランティア総数 4,903人 有効回収数 有効回収率
標 本 数 4,903人 908 18.5%

2今大会は，団体参加者の回答が減少して，有効回収率が大幅に低下した。



回答者全体の特徴

図１ 性別 図２ 集団属性 図３ 参加回数

➢男女の比率は、男性が少し多い

➢個人･仲間＞職場組織＞地域･スポーツ団体＞学校

➢１回が半数弱、2-3回が３割強，7-8回は約１割

3

男性, 52.5

女性, 47.5 １回, 43.9

2-3回, 33.4

4-6回, 12.8

7-8回, 9.9

個人･仲間グループ, 

51.6

職場組織, 

29.1

地域･スポーツ団体，

その他, 15.4

学校, 3.9



属性別の参加者の特徴

図４ 属性別にみた参加のきっかけ（人，複数回答可)

「2024大会優先出場枠」
⇒個人 117名 定員200名
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「2023大会優先出場枠」
⇒個人 60名 定員100名
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職場，学校などからの要請

大きなイベントだから

マラソンが好きだから

友人などが参加するから

2024大会優先出場枠で参加
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コース沿道に住んでいるから

その他

個人･グループ

職場組織

地域･スポーツ

団体，その他

個人･グループ⇒多様なきっかけ

職場組織 ⇒組織からの要請

その他 ⇒その他が多め
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優先出場枠者の特徴

図５ 優先枠者の参加のきっかけ（％，複数回答可)

一般参加者は

職場，学校などからの要請 45.2％

大きなイベントだから 22.7％

大会出場優先枠者は

2024大会優先出場枠 66.1％

2023大会優先出場枠 37.0％

マラソンが好きだから 24.3％

ここから，出場優先枠者と一般参加者の比較分析を実施する



優先枠者は，初回参加者多数

図６ 優先枠者の参加回数（人，複数回答可)

初（１回）参加が，約６割

１〜2回が，約９割

６回参加者が最多
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初（１回）参加が，約４割

１〜2回が，約６割

８回参加者が最多
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図７ 優先枠者の期待（％，複数回答可)

優先枠者はマラソンへの期待度が高い

優先枠＞一般枠

金沢市の発展に寄与すること

優先枠＜一般枠
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自分の経験を広げること

ボランティア参加者との交流
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マラソンを応援する市民との交流

自分の知識や能力を生かすこと

参加特典
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金沢マラソンを盛り上げること

ランナーとの交流と支援

自分の経験を広げること

優先枠参加者は，
金沢市への 関心度は低い
マラソンへの 関心度は高い
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図８ 優先枠者の期待と満足（％，複数回答可)

優先枠者は金沢マラソンを盛り上げたい

期待＞満足

金沢マラソンを盛り上げること

期待＜満足

ボランティア参加者との交流

マラソンを応援する市民との交流

ランナー経験者は，
ボランティア同士の交流
応援する市民との交流
マラソンを応援する者を認識
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図９ 優先枠者の情報や交流への期待（％，複数回答可)

優先枠者は，
マラソン情報，マラソン交流への関心が高い

アンケート調査結果の受取

ボランティア参加者との意見交換

マラソンSNSサイトへの参加

オンラインでの意見交換

報告会参加

情報共有に関心がない
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図10 次回大会への参加意向（％，複数回答可)

次回大会はランナーとして参加

ランナーの視点を持ったボランティアが増加し，
継続して参加することで，
ボランティア数が確保され，質が向上する。

一般枠者は，次回もボランティア

優先枠者は，次回はランナー

優先枠者は，観客希望はなし
非参加は少ない
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優先枠者から，次回ボランティアへのメッセージ

➢ ランナーは、ボランティアさんに感謝しています。

➢ ランナーは、スタッフジャンパーを着ている人に支
えられてます。

➢ ボランティアのお陰で、ランナーは金沢マラソンを
最高の大会と感じています。

➢ ランナーは、走ってる時は余裕がなく表せないけど、
感謝して走っているので、笑顔で応えてください。

➢ ラスト数キロでの励ましが本当にありがたいので、
是非エールを送ってください。



本報告の総括

ボランティアの質的向上に向けた方策に期待する！

大会優先出場ボランティアが年々増加している

◆ ランナー経験があり，金沢マラソンを走りたい
◆ マラソン好きであり，マラソンを盛り上げたい
◆ ボランティアの「ありがたさ」を感じている
◆ マラソンの情報共有や意見交換を重視している

今後，ランナー経験ボランティアの増加が予想される
▶▶▶ランナー経験に基づいたボランティアの拡大
▶▶▶ランナーとボランティア，応援者の交流拡大
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その特徴は，



ご清聴ありがとうございました
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ボランティアの皆様お疲れさまでした！
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